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市長対話集会「笑顔のふれあいトーク」開催結果概要 

 

団体の名称 すみよいくろほねをつくる会 

日    時 令和 3 年 11 月 4 日(木)18 時～19 時 

会    場 水沼駅温泉センター 

テ ー マ 

①黒保根町の公共施設の活用について 

給食センターの跡地利用、運動公園、市営住宅、中学校の活用について提案 

②水沼診療所について 

③その他 

 

＜内 容＞ 

１ 開会 

２ 代表者あいさつ 

３ 市長あいさつ 

４ 議題 

（１）黒保根町の公共施設の活用について 

給食センターの跡地利用、運動公園、市営住宅、中学校の活用について提案 

（２）水沼診療所について 

（３）その他 

 

■意見交換内容 

（１）黒保根町の公共施設の活用について 

意 見 桐生市学校給食黒保根共同調理場（以下「給食センター」という。）の跡地利用

について、地域おこし協力隊の活動で黒保根町内の野菜を桐生地区で販売する取組

を行っているが、その取組の中で、加工品を作ってほしいという声が農家から出ているとの

ことである。 

そのため、給食センターを加工品の生産施設にできないか。 

 

市 長 現在、令和 4 年 4 月 1 日の開校に向けた準備を進めている黒保根学園では、地

域の声を聴きながら、将来的にコミュニティー・スクールを目指すことが良いと考えており、

従来の英語教育に加え、黒保根町ならではの地域資源を教育に活用していくことの検

討が必要と考えている。 

そうした中で、給食センターの跡利用についても、黒保根地域の資源を活かし、全国

のモデルケースになれるよう、地域の方々が中心になって提案企画し、進められると良い
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のではないかと考えている。 

今後、跡利用に関する行政案を提示することになるとは思うが、私の公約の中に農

業の六次産業化もあるので、提案の加工品の生産施設とすることも含め、皆さんと協議

しながら早急に検討を進めてまいりたい。 

 

意 見 黒保根中学校の跡利用について、校舎もまだ使え、良いグラウンドもあるので、「ふる

さと探訪ふれあい館」の活用も含め、運動部の合宿で使用してもらうと良いのではない

か。また、以前、梅田北小で行っていたような、学校単位で林間学校のように自然体験

ができる施設とすることはできないか。 

 

市 長 これまでに実施した黒保根学園に関する説明会において、黒保根中学校の跡利用

については、地元の地域振興に資するような活用をしてほしいとの意見があったと聞いて

いる。 

林間学校については、国内親善都市の茨城県日立市で臨海子ども会を実施してい

るので、逆に日立市の子どもに来てもらうことも検討できると考える。このほか、西町インタ

ーナショナルスクールとの交流事業を拡大し、例えば 18 歳、20 歳になったときにもう一

度交流ができるような取組の検討もしているので、そうした活用も含め検討したい。 

給食センターと同様、跡利用に関する行政案を提示することになると思うが、みなさん

の意見を聞きながら、学校の跡利用についてはスピード感をもって決定できるよう、取り

組んでいきたい。 

 

意 見  黒保根地区にある定住促進住宅について、新設する計画はあるか。 

 

市 長  水沼定住促進住宅について、中々空き部屋が埋まらない状況が続いたが、東京での

移住相談会等における PR やコロナ禍の影響等もあると思うが、現在は満室となってお

り、需要もあるのではないかと感じている。 

 今のところ、新設する計画はないが、今後のニーズ調査などで入居見込みが立つと判

断できる場合は、積極的に検討したいと考えている。 

 

意 見  柏山にある市営住宅について、築年数は経過しているが、耐震もあるということなの

で、リフォームして、移住・定住施策に活用すると、良いのではないか。 

 また、定住促進住宅の入居要件において、子連れの単身世帯は入居できないという

ことなので、見直してほしい。 

 市営住宅の入居の手続きについて、桐生市役所内にある群馬県住宅供給公社で

行うこととなっているが、黒保根地区のことなので、地域のことを熟知している黒保根支

所で対応してほしい。 
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市 長 そうした意見を聞きながら取り組めるところから改善していきたい。 

公営住宅法に基づく市営住宅については、条例を改正し、入居要件の見直しを行っ

たところであるが、定住促進住宅については、変更していないので、早急に検討してまい

りたい。 

 

意 見 ホットランドがグランピング施設を立地するとのことなので、その宿泊者等が付近にある

運動公園を活用できるよう、民間資金を活用した整備や指定管理制度の検討も必要

ではないか。 

 

市 長 民間活力の導入という点では、利平茶屋森林公園や花見ヶ原森林公園について

は、指定管理制度の導入に向け、民間の意見を広く聴取するためにサウンディング調査

を実施したところである。 

ホットランドのグランピング施設の立地を踏まえ、黒保根運動公園グラウンドについて

も、様々な観点から検討してまいりたい。 

 

意 見  先日のホットランドによる地元説明会では、黒保根地域にある様々な資源を活用して

もらえるということだった。一例を挙げると、バーベキューでの炭の活用は地元林材の活用

に繋がるので、様々な資源を活用してもらえるようお願いしたい。 

 

市 長  今般のホットランドの取組は地域貢献を打ち出しているので、黒保根地域の資源を最

大限活用してもらえるよう、私からも引き続きお願いしたい。 

 

 

（２）水沼診療所について 

意 見  水沼診療所における医師確保については、どのような状況であるか。 

 車の運転ができない高齢者が薬を取りに行くのが難しい状況になっている。 

 

市 長  黒保根地域の医療を守ることは重要なことだと考えている。現在、水沼診療所におけ

る医師確保について、医師会等にお願いしているところである。 

何らかの形で残せるよう、関係機関と連携して取り組んでいるところなので、対応等が

決まり次第、すぐにお知らせする。 

 

 

（３）その他 

意 見  太田藪塚インターから国道 50 号線までの道路整備が行われ、大間々まで延伸して

いるが、実施主体はどこであるか。また、どこまで延伸されるのか。 
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市 長  渡良瀬幹線道路の事業は群馬県事業であり、「ぐんま・県土整備プラン２０２０」に

位置付けられており、国道 122 号線まで延伸される予定である。 

 

意 見 上神梅の辺りや、黒保根地区内にも整備された良い道路があるが、それぞれが繋が

っていないので、一体的に整備をしてほしい。 

国道 122 号線が最も便利であるが、伏線となる道路や黒保根工場適地への道路

についても整備を検討してほしい。 

 

意 見  黒保根学園の周知をはじめ、黒保根地区の PR を積極的に行ってほしい。 

 

市 長  黒保根学園については、この後、私も教育長も出席する「黒保根の未来を語る会」を

開催するので、その場でまた意見交換を行いたい。 

 市内外への PR については、指摘のとおり不足していると思うので、積極的に取り組み

たい。 

 今度、BS 日テレでの特集をはじめ、いくつかのテレビ番組での特集も予定されているの

で、メディアでの周知を契機に桐生市をPRし、移住、定住、関係人口、交流人口の拡

大に繋げたい。 

 

意 見  消防団 

員が集まらない状況の中、桐生市はみどり市と比べると手当が少ないようであるが、改善

についての検討はされているか。 

 

市 長  群馬県内でみどり市の消防団の手当等が特出して高いということがあることを理解して

もらいたいが、これから来年度の予算を編成する中で、何がしかの改善ができるよう検討

してまいりたい。 

 また、先日の黒保根の森林火災においては、消防団の方々の尽力により、当初想定

された被害よりも大きくならずに済んだことに御礼申し上げたい。 

 

 

５ 閉会 


